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編　集　規　定

1．本誌は，追手門学院大学心理学部の心理学の教材および研究発表の場として，年1回発行する。
2．編集委員会は，追手門学院大学心理学部の心理学科専任教員によって構成する。
3．本誌に原著論文の投稿を希望する者は以下の事項（投稿規定）を守ること。
　①　 投稿は，追手門学院大学文学部・人間学部・心理学部心理学科卒業生，同大学院文学研究

科・心理学研究科心理学専攻生及び修了生，心理学部の心理学科専任教員に限る。ただし，
依頼原稿，資料及び特集についてはこの限りでない。なお，これら以外の共著者は第1著者に
はなれない。

　②　原稿の採否，掲載順序は編集委員会で決定する。
　③　論文は未発表のものに限る（口頭発表，研究会での発表を除く）。
　④　 論文の長さは，原則として本誌 8頁（15,000字；タイトル，要約，図表，引用文献などすべ

て含む）以内とする。ただし，編集委員会の認めるものについてはこの限りではない。
　⑤　執筆要項は，日本心理学会の「執筆・投稿の手引（改訂版）」に準じる。
　⑥　 投稿にあたっては，電子媒体で添付ファイルとして該当年度の 9月末日までに提出するもの

とする。
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